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［図表など］  

 

  

 

図１（３）-１ 令和２年度に開発し

たリアルタイム操業日誌アプリ 

 

 

図１（３）-２ 令和２年度に構築した底び

き網用ロガーシステム 
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図１（３）-３ 令和２年度に構築した漁況・海況情報プラットホームの選択項目 

 

図１（３）-４ プラットホームの検索、抽出機能 

漁獲日、経営体、漁場、魚種毎など目的に応じての抽出が可能。 
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図１（３）-５ クロマグロ（資源管理魚種）の入力状況 

日毎の漁獲、放流内容について、経営体毎の漁場、大きさ、放流方法、放流人数 などが入

力されている。 

 

図１（３）-６ 経営体毎の入力状況 

経営体によっては、クロマグロ以外の漁獲物についても、漁場毎、銘柄毎に漁獲量が入力さ

れている。 
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図１（３）-７ ロガーシステムにより得られた令和３年 10 月 25 日の３隻の航跡情報（上）

と、１曳網分の主な漁獲物、漁獲時の曳網水深および曳網水深の水温（下） 
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図１（３）-８ 改修後の入力画面（入力項目と登録ボタンの追加） 

大物用に重さと本数で入力できるようにし、登録ボタンを下部にも配置した。 
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図１（３）-９ 入力確定後の訂正機能を追加 

メニュー画面に訂正ボタンを追加し、様々な訂正をこの画面から行えるようにした。 
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図１（３）-10 年間漁獲可能量の設定画面 

 

図１（３）-11 期間漁獲可能量の設定画面（任意の期間設定が可能） 




